
 

 

 

〇 話題や展開を捉えながら話し合い、発言を結び付けて自分の考えをまとめることができるよ 

うにする 

話合いにおけるいずれの段階においても、話題を意識しながらその経過を捉えて話したり聞 

いたりすることができるように指導することや、話合いの展開に応じて、互いの発言を結び付 

け、話し合った内容を踏まえて自分の考えをまとめられるように指導することが大切である。 

 

３ 中学校「国語」  

(1) 問題番号１四 ＜正答率が低い問題＞  

学習指導要領における内容：１学年 Ａ話すこと・聞くことオ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えを
まとめることができるかどうかをみる。 

指導のポイント 
・グループで話題を決めて話し合い、その序盤で話題について共通理解したり、発言がある程
度出された段階で内容を整理したりしながら、自分の考えをまとめる学習活動を設定する。 

・自分の発言と他者の発言とを結び付けたり、他者同士の発言を結び付けたりして自分の考え
をまとめ、自分の考えの基になった発言や話合いの内容を整理して述べることができるよ
うに指導する。 

・ＩＣＴを活用し、自分の考えが話合いの話題や内容とどのように結び付いているのか、その
つながりが分かるようにまとめることができたかなどを、観点を示して振り返る場を設定
する。 

・正答率は 49.4％で、全国平均より 4.7 ポイント高い

が、全問題中４番目に低い。 

・誤答については、実際に話すように書くことはできて

いるが、条件１、２のいずれかを満たしていない解答

が 31.9％（全国 32.0％）である。 
 

学習指導上の留意点 
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(2) 問題番号３四 ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 
学習指導要領の内容：２学年 Ｃ書くことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 
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【出題の趣旨】 表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよ
うに工夫することができるかどうかをみる。  

〇 自分の伝えたいことが伝わるように、表現の効果を考えて工夫して書くことができるよう

にする  

   用いた語句や表現が、文章の内容を伝えたり印象付けたりする上で、どのように働いてい

るかを確かめながら、より効果的な語句や表現を選ぶことが大切である。 

   

 

 

 

指導のポイント 

・物語を創作する学習の中で、下書きした文章等を読み合い、どのようなことを伝えよう

として各場面の内容を構想していたのか、自分の伝えたいことが伝わるような描写に

なっているのかなどを、説明したり確かめたりする学習活動を取り入れる。 

・工夫したところや、ねらいたい効果、語順をなぜ変えたのかなどを書き留めさせ、振り

返りに活用できるようにする。物語を書く中で、どのような効果をねらって、どのよう

な表現の工夫をしたか、表現をより効果的にするためには、どのようなことが大切か、

などの観点を示し、振り返ることができるように指導する。 
 
 

・正答率は 52.4％で、全国平均より 3.1 ポイント高

い。また、無解答率が 14.6％(全国 15.0％)と、全

問題中最も高い。 

・誤答については、書き出しに適切に続くように、表

現を工夫して物語の最後の場面を書いているが、

どのような効果があるのかを具体的に書いていな

い生徒が 23.2％（全国 26.2％）である。 

学習指導上の留意点 
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(3) 問題番号２一 ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領の内容：２学年 Ｃ読むことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 
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【出題の趣旨】 文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈することがで
きるかどうかをみる。 

 

○ 文章と図表等を結び付け、内容の理解に生かすことができるようにする 

   図表や写真等を含む説明的な文章を読む際には、示されている図表等が、文章のどの部分

と関連しているのかを確認するなどして、書き手の伝えたい内容をより正確に読み取るこ

と、図表等を示すことで文章にどのような効果が生まれているのかを考えることが大切であ

る。 

   

 

 

 

指導のポイント 

・パンフレットや雑誌の記事、ウェブサイトに示されている文章等、実生活の中にある

ものを教材として取り上げ、文脈を踏まえた上で図表等がもつ役割について考える学

習活動を設定する。 

・図表等が文章中にある場合とない場合とを比較し、図表等が示されていることによっ

て何がどのように分かりやすくなるのかを説明し合うことで、筆者が図表等を用いた

意図を考えるように指導する。 

・文章と図表等を結び付けて解釈することと、図表等を用いて分かりやすく伝えること

とを関連付けて指導する。 

 

 

・正答率は 38.0％で、全国平均より 1.7 ポイント高

いが、全問題中最も低い。 

・誤答については、文章と図とを結び付けて読み、読

み手が思い浮かべたり、具体的に捉えたりするこ

とができるようにする役割をもつことを捉えられ

ない生徒が 52.1％（全国 53.7％）である。 
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学習指導上の留意点 
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